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5月28日 (月) 

大 き な 期 待 

聖書朗読  マタイ １１:１～１０ 

だれでもわたしにつまずかない者は幸いです。            マタイ １１:６ 

 

昨夜，私は結婚に興味を持っている数人の１９歳の若い女性たちと食事を共に

しました。彼女たちは各自，ドレスのスタイルを思い描いていて，ブライドメイド

のドレスの色から，浜辺，牧場，彼女たちの母教会など，結婚式場まで想像を膨ら

ませていました。彼女たちは，さらに，彼女たちが手にする花のブーケの形までさ

えも思い描いていました。 

ただ，その想像から欠けていたのは，花婿の姿でした。現在，彼女たちは真剣

に交際するボーイフレンドはいませんが，それでも，彼女たちは花婿への大きな期

待を抱いていたのです。私はふと考えました。もし神さまが彼らの期待から違った

方法で働いてくださったら，彼女たちはどのような期待を抱くのだろう，と。もし

神様が彼女たちの婚期を遅らせたり，花婿が重い病を患ってしまったり，子どもが

困難な状況に陥ってしまったら・・・ 

ヨハネはイエス様に，こう言ったようです。「私は大きな期待を抱いていました。

これはどのように神様が働いてくださるということですか？ 私は今投獄されてい

ます。世間は悪の手に渡ってしまったかのようです」。 

イエス様はこのように返答されます。「わたしがしていることを見なさい。癒し，

死から復活し，地上の惨めな者たちを愛するのです。これが神様のなさることです」。 

「神様はこうするべきだ」という自分の信念につまずいてはいけません。どう

か神様がなしてくださっていることに目を向けましょう。 

 

聖 歌  295 

祈 り  神様。どうか，私が，あなたが私の周囲でなさっていることに気がつく

ように，私の目と耳を開かせてください。どうか，私がちっぽけで，自

分勝手な思いを抱いていることをお赦しください。 

      イエス様の御名によってお祈りします。アーメン。 

                         エミリー・Ｙ・レムリー 

                         共編者 



5月29日(火) 

神 の 慈 し み の 光  

聖書朗読  創世記 ９:８～１７ 

わたしは雲の中に，わたしの虹を立てる。それはわたしと地との間の契約のしる

しとなる。・・・わたしは，わたしとあなたがたとの間，すべて肉なる生き物との

間の，わたしの契約を思い出すから，大水は，すべての肉なるものを滅ぼす大洪

水とは決してならない。               創世 ９:１３，１５ 

 

虹は光と水によって構成されます。それは，雨粒と太陽の光が偶然出会ったと

きにしか私たちの目には見えません。虹を形成するために，雨粒は小さなプリズム

のように，太陽光を鮮やかな色の配列に拡散していくのです。同じように，ノアそ

して私たちへの神様の約束は，慈しみと審判の神聖な組み合わせです。審判から死

へ，人生への約束と信仰者への希望がやってくるのです。 

神の子羊は，私たちのそむきの罪のために刺し通され，私たちの咎のために砕

かれました。その彼への懲らしめが私たちに平安をもたらし，彼の打ち傷によって，

私たちはいやされたのです（イザヤ ５３:５）。神様は，神の義になるためのキリス

トの血による神の愛の光を輝かせるのです（Ⅱコリント ５:２１）。 

この十字架上における慈しみと審判の神聖な組み合わせは，和解と永遠の命へ

の約束をもたらすのです。主イエスのパンと杯をいただくときはいつでも，私たち

は神の慈しみと主が再臨するまで，主の復活の約束を覚えたいものです。 

 

讃美歌  312 

祈 り  愛する神様。私たちがあなたの復活を分かち合うことが出来ますように。

そしてあなたが，私たちのために死んでくださるために，御子をこの地

上に送ってくださったということを感謝します。 

      イエス様の御名によってお祈りします。アーメン。 

                     スティーブ・ジンパー  

                     ジョージア州 ウインターヴィル 

 

 

5月30日 (水) 

あなたの罪に，最初に傷つくのは神様です 

聖書朗読   創世記 ３９:１～１２ 

私はあなたに，ただあなたに，罪を犯し，あなたの御目に悪であることを行いま

した。それゆえ，あなたが宣告されるとき，あなたは正しく，さばかれるときあ

なたはきよくあられます。                  詩篇 ５１:４ 

 

ヨセフが彼の兄弟たちを許し，神のみわざにおける信頼が明らかになるために

は時間がかかるように思われました。彼は，全ての彼の行いが用心深い神の配慮の

元において成し遂げられるだろうと信頼していたのです。その自覚のおかげで，ヨ

セフは奴隷として売られ，ついには，ファラオの右の手として育てられるまでの間

の辛い期間を乗り越えられたのです。 

また同じような神への思いやりは，強い誘惑がヨセフを襲ってきたときでさえ

も，ヨセフを聖いままで保たせてくださったのです。確かに，ヨセフはポティファ

ルの妻と肉体関係を持つという誘惑に駆られる機会がたびたびありました。誰も，

より賢くはなれません。ヨセフにとってもそうでした。それでは十分ではなかった

のです。ヨセフは，神様は見ておられ，他人に対して逆らう以前に，罪は神に対し

て背くということを知っていたのです。 

私たちが罪を犯し，誰が傷つくかということに気がつくために，神様が私たち

にその同じ思いやりを与えてくださるように祈りましょう。まず最初に傷つくのは

神様です。私たちが罪に陥ることのないように助けてください。なぜなら，私たち

や他人への因果関係ではなく，私たちは，罪が天の父を傷つけるということを知っ

ているからです。 

 

讃美歌 第二篇  99 

祈 り  天のお父様。いかに私たちの罪があなたとあなたの聖霊に悲しみをもた

らすかということに，もっと気がつくように私たちを助けてください。

私たちがあなたの子どもであるということをあなたが喜ばれるような人

生を私たちが歩めますように。 

      イエス様の御名によって祈ります。アーメン。 

                           ジョー・ケイズ 

                           テキサス州 サラド 



5月31日 (木) 

カ メ ラ の 向 こ う に  

聖書朗読  出エジプト記 ２０:１～１２ 

あなたはほかの神を拝んではならないからである。その名がねたみである主は，

ねたむ神であるから。                           出エジプト ３４:１４ 

  

自然を対象にした写真家である私の息子は，山々，河川，そして野生生物にカ

メラの焦点を当てながら，すばらしい大自然の中を歩き続けます。彼はカメラの焦

点を自分自身にあてることはしません。 

砂漠の中をイスラエルの子どもたちとしてさ迷い歩いたように，モーセの大き

な挑戦は，彼らが養われるために，神様とその可能性，そしてその意思に集中し続

けることでした。「私の前に他の神々はありません」ということは，神様の彼らへの

掟でした。何度も何度も彼らの焦点は移り変わりました。奴隷たちは神様が養われ

たものより，エジプト時代の ほうが良かったのでしょうか。彼らはエジプトではメ

ロンやベリーが食べられたからで す。 

そのカメラの焦点は私たちが見るものを決定します。もし私の息子のカメラが

彼自身に向けられていたのなら，彼の被写体には少しだけの背景しか写っていない

でしょう。私たちが自分自身の問題だけに焦点を当てるとき，私たちは、私たちに

与えられている神様の力に焦点を当てようとしません。私たちは，神様への信頼を

置き換えることによって生まれる神様の美しさと恵みを見逃してしまうのです。私

たちの焦点が私たちの信仰を決めるのです。 

 

讃美歌  354 

祈 り  神様。あなたが与えてくださった約束を心に留めることが出来るように

私たちに力を与えてください。私たち自身の問題よりも，あなたの備え

に焦点を注ぎ続けられるように私たちを助けてください。私たちはあな

たを心から愛します。そして，あなたがいつも私たちを導いてください

ますようにお祈りします。 

      イエス様の御名によってお祈りします。アーメン。 

                      マデライン・ピーターソン 

                      ネブラスカ州 ヘイスティング 

6月1日 (金) 

幼 子 の よ う に 

聖書朗読  民数記 ６:２２～２７ 

聞け。主が町に向かって叫ばれる。   御名を恐れることがすぐれた知性だ 

   聞け。部族，町を治める者。              ミカ 6:9 

 

子どもたちは，廊下，会堂の壇の前，カーペットが敷かれた階段など，あちら

こちらを行ったりきたりしていました。彼らは全員４歳以下で，そのうちの数人は

両親か兄弟姉妹と一緒にいました。一人の小さな少女は，彼女の弟の赤ちゃんを抱

いていました。他の子どもたちは，歩き回ったり，走り回ったり，寝転んで起き上

がったり，階段をジャンプして遊んでいました。彼らは会堂の前に供えてあった，

困っている家族たちのための二つの献金箱に献金し，そして，走り回ったり，歩き

回ったりして，両親の元へと戻っていきました。日曜日の彼らはとても幸せいっぱ

いでした。 

神様の働きを行ったり，楽しむことは，なんと素晴らしいことでしょうか。そ

こには多くの愛と喜びが満ち溢れています。子どもたちは子どもたち同士，助け合

っていました。両親たちは，彼らが互いに助け合っているのを見て幸せいっぱいで

した。 

聖書の中には，「喜び」という単語が２５９回出てきます。私たちは，喜び，そ

して神様の働きの中で幸せになることが出来ます。私たちの愛と寛容は，子どもの

真摯な喜びから，犠牲の伴う成熟した喜びへと拡大することが出来ます。あなたが

知っているどんな子どもをも，神様からの恵みとして愛することは，喜びへの道を

楽しむことを助けてくれるでしょう。彼らが大人になっても，彼らを愛し続けるこ

とが出来るでしょう。 

 

讃美歌  461 

祈 り  神様。私たちはいつもあなたを必要としています。私たちの子どもたち

と共にいてください。私たちが毎日互いに親切にしあい，あなたの奉仕

の中で勇敢であるように私たち皆を導いてください。罪を犯さないよう

に，そしてキリスト者として勇気を抱けるように私たちを力づけてくだ

さい。あなたに近づけるように，そして天国へいけますように。 

      イエス様の御名によって祈ります。アーメン。 

                       ジョージ・Ｆ・ダグハーティ 

                       テキサス州 テイラー 



6月2日(土) 

神 様 の た め の 時 間  

聖書朗読  申命記 ６:１～１２ 

また，別の種はいばらの中に落ちたが，いばらが伸びて，ふさいでしまった。・・・

また，いばらの中に蒔かれるとは，みことばを聞くが，この世の心づかいと富の

惑わしとがみことばをふさぐため，実を結ばない人のことです。 

                                               マタイ １３:７，２２ 

 

私たちは皆，人生の中で，私たちがすべきことを実行しなかったということを

認識しています。「忙しくて，そんな時間がない」と，私たちは言い訳します。しか

し，神様は私たちの人生に必要不可欠なものに焦点を当てます。神様のみことばは

豊かな人生に欠かせないものであり，神様は私たちにそのことを考えさせ，それを

今の世代から次の世代に伝えるように奨励します。それにも関わらず，私たちはと

ても忙しく，そして考えるのです。「いつになったらその時間を持てるのだろうか」

と。 

神様はイスラエル人たちに，その子どもたちに神のことばをどのように伝える

のか，それがいかに人生に役立つのかということを，簡単に，そして自然に教えて

くださいました。彼らは眠りから覚めて家の中や外を歩き回るときも，働きに出る

ときも，眠りにつくときも，いつでもどんなときでも，神様のみことばについて語

り合うようにと，教えてくださいました（申命 ６:６～９）。この教えは，彼らの日

常生活におけるどんな状況においても，神様のみことばがいつも心に留められてい

たのかということを示しています。究極的には全てのことは神様に通じているので，

人生における全ての出来事は，意味のある人生経験になるでしょう。どんな状況に

おいても，私たちは神様を受け入れたり，否定したりします。私たちは，確かにそ

のための時間を所有しているはずです。「神様のために時間を割くことは出来ませ

んか？」と自問してみましょう。 

 

讃美歌 第二篇  173 

祈 り  神様。私たちはあなたの偉大さを力強いみことばに感謝しています。ど

うか，私たちが，何が本当に大切なものであるかということを決して忘

れることがないように，そしていつもあなたとの関係を私たちの第一優

先とすることが出来るように助けてください。 

      イエス様の御名によって祈ります。アーメン。 

                          チャド・マーティン  

                          テキサス州 ポーター 

6月3日 (日) 

 神様が私に期待なさっているもの 

聖書朗読 申命記 １０:１２～２２ 

イスラエルよ。今，あなたの神，主が，あなたに求めておられることは何か。そ

れは，ただ，あなたの神，主を恐れ，主のすべての道に歩み，主を愛し，心を尽

くし，精神を尽くしてあなたの神，主に仕え，        申命記 １０:１２ 

 

今まで，なぜ神様が私たちに我慢し続けているのかということを考えたことが

ありますか？ 長い間に，人々は神様を悲しませるという習慣を身につけてしまい

ました。真実，失敗は私たちの大いなる賜物です。それは，私たちが優れた者にさ

れるためにはまさに必要なものなのです。忠実でないイスラエル人たちや何千年に

も渡る偶像崇拝や個々の罪との葛藤などについて語るまでもないでしょう。私たち

人類は常に神様の心を失望させているからです。 

では，どうして神様は私たちの不忠実さを我慢していらっしゃるのでしょう

か？ 私たちを愛しているから？ それには決して疑いはありません。では，いっ

たい何でしょう。申命記１０章では，やや違った見方が描かれています。神様は私

たちを愛しておられるというだけではなく，神様はむしろ私たちが同様に神様を愛

するということを切に願っているのです。神様は，私たちがこの世の自由意志の世

界を拒否して，神様を選ぶということを願っておられるのです。 

次の事実は，私たちの何かを変えてくれるでしょう。すなわち、神様は私を愛

してくださっているという事実です。・・・義務という感覚ではなく，神様は，私が

神様を愛するということを長い間望んでおられるのです。神様は私たちの唇から出

るご自身の言葉を聴きたがっていらっしゃいます。神様は私たちをずっと恋したが

っていらっしゃいます。私たちは神様の希望の対象であり，私たちの愛情は神様の

神聖な心の一番大切な望みなのです。私がそれを吸収し始めたときにただ言えるこ

とは，「わあ，これは素晴らしい！」ということです。 

 

聖 歌  506 

祈 り  全知全能の神様。私たちはあなたが私たちを創造してくださり，あなた

のために創造されたということを知っています。私たちがあなたの愛を

見て，知り，体験し，そしてあなたを愛をお返しすことが出来ますよう

に，どうか私たちを力づけてください。 

      イエス様の御名によって祈ります。アーメン。 

                        ケリー・ウイリアムズ 

                        アラバマ州 フローレンス 

 

 

 


